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Articles: Reading “A Good Man Is Hard To Find” from a Christian Point of View
 円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円 Masato IMAISHI　(　　１　　)　　　　●
 The Learning of Coincident Timing Task Including Effector Anticipation 
 　of Feed Forward Control Movement 円円円 Akihiro HASHIMOTO　(　２７　)　　　　●
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 　Adventure on Creation Human Relationship
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論　　　説　“A Good Man Is Hard To Find”を読む
　　　　　　　──キリスト教の視点から── 厭厭厭厭厭厭厭厭厭 今石　正人　（　　１　　）　　　●
　　　　　　フィードフォワード制御動作における効果器の見越しを含んだ
　　　　　　　一致タイミング課題の学習 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 橋本　晃啓　（　２７　）　　　●
　　　　　　プロジェクトアドベンチャーの手法を取り入れた体験学習が
　　　　　　　人間関係の育成に及ぼす効果
　　　　　　　──スポーツ実習科目との比較── 厭 森河　　亮・橋本　晃啓　（　４３　）　　　●
　　　　　　内戦下における民主化と都市住民
　　　　　　　──政治経済学アプローチから── 厭 笹岡　伸矢・窪田　悠一　（　７３　）　　　●
　　　　　　ネバダ州少年司法制度にみるアメリカ少年司法制度の動向
 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 山﨑　俊恵　（　９５　）　　　●
　　　　　　ドイツ仲裁鑑定法の形成（三） 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 豊田　博昭　（４９６）　　　 １
　　　　　　排除型私的独占の成立要件とその認定手法に関する考察
 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 伊永　大輔　（４５８）　　　３９
研究ノート　運動部活動の指導と暴力の行使について 厭厭厭厭厭厭 清野　　惇　（１２３）　　　●
　　　　　　Two Kinds of Residents’ Acts of Supplementing Public 
　　　　　　　Welfare Programs 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 Masayuki Hiromoto　（１４５）　　　●
資　　　料　明治初年代、浜田県庁の民事裁判について（二・完）
　　　　　　　──（濱田縣）聴訟課『自 明治四辛未年 至 明治八年
　　　　　　　　　訴訟審判録』（民第一号）を中心として（二・完）──
　　　　　　　──松江始審裁判所濱田支廳『明治九年 訴訟審判録 完』（民第貳号）
　　　　　　　　　を中心として──
 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会　（４３２）　　　６５
　　　　　　広島弁護士会沿革誌　⑹昭和戦前編・下
 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会　（３７８）　１１９
　　　　　　広島控訴院管内における陪審裁判・資料解題
 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会　　　　　
 厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭 緑　　大輔　（１９０）　３０７
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論　　　説　訴訟費用援助削減の動向
　　　　　　　──ドイツ参事官法案を中心として──  山田　明美
　　　　　　訴訟上の和解とその効力について（二・完）
　　　　　　　──当事者自治と公益との調整という
　　　　　　　　　観点からの再考にむけて── 円円円 山田　明美
　　　　　　財産分与と詐害行為 円円円円円円円円円円 大久保憲章
　　　　　　私立大学の管理職と労働基準法第４１条第２号の
　　　　　　　管理監督者 円円円円円円円円円円円円円 清野　　惇
　　　　　　消費税における対価性 円円円円円円円円円 奥谷　　健
　　　　　　自由主義期イタリアの“トラスフォルミズモ”再考
　　　　　　　──pseudo-parliamentary system?──  高橋　利安
　　　　　　NGOへの評価
　　　　　　　──ニュージーランドを事例として──  名波　彰子
　　　　　　仲裁人による法の適用違背と仲裁判断の取消し
　　　　　　　──当事者が選択した法の適用違背を中心に──
 円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円 中林　啓一
　　　　　　社会保険とは何だったのか
　　　　　　　──菊池馨実編『社会保険の法原理』
　　　　　　　　　法律文化社（二〇一二年）を契機として──
 円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円 山田　　晋
　　　　　　入会権確認訴訟における最近の動向
　　　　　　　──「固有必要的共同訴訟論」見直し最高裁
　　　　　　　　　判決後における── 円円円円円円円 矢野　達雄
研究ノート　２００９年新型インフルエンザに関する神戸市・仙台市の
　　　　　　　医療機関へのアンケート調査の分析
　　　　　　　──各自治体の医療体制への評価を決める
　　　　　　　　　要因を探る── 円円円円円円円円円 笹岡　伸矢
　　　　　　Recent Studies of the Determinants of Welfare
　　　　　　　Expenditures by Local Governments in Japan
 円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円 Masayuki Hiromoto
資　　　料　学校法人の寄附行為に関する諸問題 円円円 清野　　惇
　　　　　　明治初年代、浜田県庁の民事裁判について（一）
　　　　　　　──（濱田縣）聴訟課『自明治四辛未年 至明治八年
　　　　　　　　　訴訟審判録』（民第一号）を中心として──
 円円円円円円円円円円円 広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会
　　　　　　松山における陪審裁判
　　　　　　　──刑事判決書ならびに海南新聞・伊予新報・
　　　　　　　　　愛媛新報・大阪朝日新聞（香川愛媛版・
　　　　　　　　　愛媛版）を中心に見る陪審裁判──
 円円円円円円円円円円円 広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会
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